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エコシステム型の産業構造への変化
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産業環境の変化
1950年代 1980年代 1990年代 2000年代

完
全
垂
直
統
合
企
業
の
時
代

・
中
央
研
究
所

企
業
ネ

ト
ワー

ク
の
時
代

・
キ

チ
ア

プ
国
産
業
の
台
頭

・
ク
ロー

ズ
ド
な
企
業
ネ

ト
ワー
ク
／

   

戦
略
的
ア
ラ
イ
ア
ン
ス 

企
業
ネ

ト
ワー

ク
の
時
代
２

・
シ
リ
コ
ン
バ
レー

の
台
頭

・
オー
プ
ン
な
企
業
ネ

ト
ワー

ク
／

 

オー

プ
ン
標
準

ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
時
代

・
オー

プ
ン
イ
ノ
ベー

シ

ン

・
プ
ラ

ト
フ

ー

ム
ビ
ジ
ネ
ス



エコシステム型の産業：レイヤー型の産業構造

流通・販売

アプリケーション
ソフト

OS

コンピュータ

CPU

IBM DEC Univac Wang

⼩売店 ⼤型店 ディーラ 通信販売

ワード ワード
パーフェクト その他

DOS/
ウインドウズ OS/2 UNIX Mac

パッカード
ベルHP その他

インテル・
アーキテクチャ RISC

縦割り型コンピュータ産業
（1980年頃）

レイヤー型のコンピュータ産業
（1995年頃）

引⽤：Grove(1996)に筆者追記

・⽔平分業化
・オープン化 デル IBMコンパック

モトローラ
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オープン標準化

標準化領域
（オープン領域）

⾮標準化領域
（クローズ領域）

インターフェース

標準化＝１つのシステムを２つに分割
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エコシステムの経済成⻑モデル

時間

技
術

採
⽤

企
業

多くの新規参⼊企業に
経済成⻑の機会を付与

技術蓄積型の企業が
技術の市場化に貢献

標準化された市場が
標準化されなかった市場の

成⻑を牽引

先進国企業と新興国企業の
協業による急速な市場拡⼤

市場規模(t)

市場規模(t)

市場規模(t+1)

市場規模(t+1)オープン標準化で
システムの⼆分化

標準化領域（オープン領域）

⾮標準化領域（クローズ領域）

技術伝播速度

早い技術普及速度

遅い技術普及速度

(新興国企業/キャッチアップ企業に
 成⻑機会)

(先進国プラットフォーム企業が活躍)
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オープン標準（オープン化）
によって発⽣

メーカーと消費者の
組合わせによって発⽣

消費者の
属性データによって発⽣

P

他社商品 ユーザー
消費者

①第1形態
マッチング

P

⾃社商品 ユーザー
消費者

②第2形態
オープン&クローズ

P

他社商品

ユーザー
消費者

②第3形態
データプラットフォーマー

オープン領域クローズ領域

⾃社商品

属性データ

プラットフォーム企業の収益源ネットワーク効果P プラットフォーム企業

ネットワーク効果
の発⽣メカニズム
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IoT/Big Data/AI

IoTデバイス

Big Data

AI（機械学習）

⼤量のデータを獲得する

⼤量のデータを保存・抽出する

⼤量のデータを使って⾼精度の
予測モデルを作成する

データでつながることを可能にした汎⽤技術フレームワーク
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機械学習の典型的なシナリオ
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モ
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ル

対戦相⼿データ
+

戦績データ

【テニス】

乗船客データ
+

⽣死データ

【ﾀｲﾀﾆｯｸ】

顧客属性データ
+

購買ブランドデータ

【店舗】

【アルゴリズムの選択】
•  ロジスティック回帰
•  SVM
•  ランダムフォレスト
•  ディープラーニング

【パラメタの推定】

学
習
済
モ
デ
ル

デー

タ
セ

ト

（

実
際
の
デー

タ）

⾼
精
度
の
予
測

【第2段階】   学習済モデルの利⽤【第1段階】  学習済モデルの作成

【テニス】 今期の対戦予定
【店舗】    来店客の属性
【ﾀｲﾀﾆｯｸ】 運⾏中の客船

【テニス】 勝敗予想
【店舗】    購買ブランド予測
【ﾀｲﾀﾆｯｸ】 海難事故の⽣存確率
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データ資源から⾒たバリューチェーン
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エンドユーザ

流通

AI(機械学習)Big DataIoT エコシステム

フィードバックループ

フィードバックループ
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プロジェクトの中でMLコードはごく⼀部
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Sculley D et al.(2015) “Hidden technical debt in Machine learning systems” 
In Proceeding NIPS'15 Proceedings of the 28th International Conference on Neural Information Processing Systems - Volume 2 
Pages 2503-2511 	

MLコード	

・機械学習(ML)システムの中で、機械学習コードはごく⼀部
・構成/データ取得/特徴量抽出/インフラ/分析/モニタリング



データの種類
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①当該データが何を表すデータであるのかに着⽬した整理
  ・個⼈データ（年齢、性別、住所、嗜好等の個⼈に関するデータ）
  ・産業データ（機械の稼働状況、⼈や物の流れ等の事業活動に関するデータ）
  ・公的データ（公的統計、観光、公共交通分野等に関するデータ）

②当該データが⽰す⾏動等が⾏われた場所に注⽬した整理
  ・バーチャルデータ（Webサイト等のオンラインで集められたデータ）
  ・リアルデータ（現実空間に設置されたセンサー等から集められたデータ）

③データの管理や提供の⽅法に着⽬した整理
  ・オープンデータ（天気予報、公的統計等の公開されているデータ）
  ・クローズデータ（個⼈データ、産業データ等の秘匿されているデータ）

経済産業省(2017) 「第四次産業⾰命に向けた競争政策の在り⽅にかんする研究会報告書」 p.8

データは原材料だけれどもオープンなデータは少ない



データチェーンの整備
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•  IoT/Big Data/AIの⽂脈では、データは原材料

•  データは「当然に知的財産権の対象」にはならない
（データは特許権,著作権等のような存在ではない）

•  データは有体物ではなく、所有権等物権の対象にならない
（データを所有する、というのは法的にはいえない）

•  データに関する債務関係について契約していると考えられる

（例）⼯場に導⼊した⼯作機械に付随するセンサー由来のデータ
   → そのデータが、直ちに⼯場所有者のものである、とは⾔えない

データチェーンの整備：
  データへのアクセスは（多くは）当事者間の契約による。
  契約によってデータへのアクセスを確保する
  例外はオープンデータへのアクセス 参考：阿久津(2019)



データ利活⽤に関する質問票調査を⽤いた
産業別⽐較

⽴本博⽂（筑波⼤学ビジネスサイエンス系）
平井祐理（東京⼤学政策ビジョン研究センター）
渡部俊也（東京⼤学政策ビジョン研究センター）
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https://www.rieti.go.jp/jp/publications/nts/18j032.html

RIETIディスカッション・ペーパー 18-J-032



•  ⽇本企業のデータ利活⽤の実態把握。
•  どのような企業がどの程度データ利活⽤を⾏っているか。

どのようなデータを利活⽤に⽤いているか。
•  データ利活⽤を円滑にする要因は何か。

•  調査期間：2017年9⽉15⽇〜2017年11⽉6⽇（11⽉27⽇回収分まで追加）

•  2016年度の状況について調査。

調査概要

調査対象 回収数 回収率
全体 6278 567 9.0% ※うち無回答5件
特許出願件数上位 4621 461 10.0% ※有効回答のみ
東証一部 1170 70 6.0% ※有効回答のみ
W ANTEDLY 487 31 6.4% ※有効回答のみ
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問2-7:データ活⽤の成果がありますか？（全社レベル）

©⽴本博⽂ 2019 16
⽴本・平井・渡部(2018)



問2-7:成果について(産業毎)
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問2-1:利活⽤を期待しているデータの総容量
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問2-1:利活⽤を期待しているデータの総容量(産業毎)
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全社レベル成果へのデータ総容量の影響

20

各産業毎の影響係数
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影響係数
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! = !! + !!! 
影響係数

⼊⼒出⼒

Yとして、全社レベルの成果項⽬である以下の１つの成果項⽬を⽤いた

問2-7(データ利活⽤成果)

Xとして、以下の９つの設問の回答を⽤いた

問2-1（全社データ総量）
      問2-2（データ利⽤率）
    問3-10（事業データ総量）
      問3-11（ビックデータに該当）
    問2-3（担当者合計）
      問2-4（契約書）
      問3-14（データ利活⽤経験年）
      問3-17（イニシアティブの割合/【⾃社】）
    問3-18（⾼度なデータの処理・解析）
 

産業ごとに各設問の影響係数を算出
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クラスター分析の結果
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９つの設問の影響係数（産業毎）に関してクラスター分析を⾏い、類似グループを推定
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各クラスターに属する産業リスト
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クラスター毎の影響係数のパターン

24

①クラスタ1,2ともに成果（「Q2-7.データ利活⽤成果の平均」）は同⽔準

GRJK1 GRJK2

��� 14 22

��� 299 681

*��+);2-7:NTK�����B
�UGRJK�V 2.722 2.624

;2-1:��NTK�%B�&,1
0.533 1.117

;2-2:NTK���B�& 0.373 0.461

;2-3:� �#B�& 0.120 0.095

;2-4:	��B�& 0.410 0.510

;3-10:��NTK�%B�& 0.311 1.061

;3-11:PLHNTKA$B�& -0.139 1.202

;3-14:NTK����'�B�& 0.240 0.327

;3-17:FOIDMEQB��/<!�=B�& -0.006 -0.013

;3-18:(�@NTKB��S"�B�& -0.114 1.774
,1)��NTK�%BNTK�����CB�&B>?

②クラスタ1,2ともに「Q2-1.全社データ総量」「Q2-2.データ利⽤率」は正の影響
   ただし「Q2-1.全社データ総量」の影響はクラスタ2の⽅がクラスタ1よりも⼤きい
③クラスタ2では「Q3-11.ビッグデータに該当」「Q3-18.⾼度なデータの処理・解析」
   は正の影響。クラスタ1では負の影響
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